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自己紹介

株式会社アイ・パートナーズフィナンシャル
経営管理部副部長

市川 由麻
中小企業診断士

大学卒業後、大手証券会社に入社、営業支店に配属。外資系消費財メーカーの営業を経て、
2018年株式会社アイ・パートナーズフィナンシャル入社。入社以来、総務・人事・経営企画等管
理業務に従事。
2021年に出産、現在子育て中。



企業を取り巻く状況と課題
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企業を取り巻く状況と課題①

高齢化社会の進行
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企業を取り巻く状況と課題②

医療費負担の増加
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企業を取り巻く状況と課題③

過労死が社会問題化 働き方改革関連法案の推進

1991年 電通事件

2000年 電通事件最高裁判決

2001年 厚生労働省が過労死認定基準を改正（基
発第1063号）

2002年 Oxford English Dictionary Onlineに
「karoshi」が登録

2016年 電通の女性新入社員の過労自殺

2017年7月 電通が労働環境改革基本計画

2019年4月 働き方改革導入

2019年4月 年次有給休暇5日取得義務化

フレックスタイム制度の拡充

勤務間インターバル制度の努力義務

高度プロフェッショナル制度創設

産業医・産業保健機能の強化

残業時間の上限規制

2020年4月 同一労働同一賃金

※いずれも大企業での施行開始時期

働き方改革
3本の柱

長時間労働
解消

同一賃金
同一労働

柔軟な働き方
実現
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企業を取り巻く状況と課題④

上場企業対象に2023年3月期決算から「人的資本への投資」に係る情報等の開示が義務化

従業員の状況

従業員の状況等に以下の項目を追加
• 女性管理職比率
• 男性育児休業取得率
• 男女間賃金格差

サスティナビリティに関する考え方及び取組

• サスティナビリティ情報を新設し、「ガバナンス」、「戦略」、
「リスク管理」、「指標及び目標」の開示を求める
✓ 「戦略」及び「指標及び目標」は重要性を踏まえ
て開示を判断

✓ 人的資本について、「人材育成方針」や「社内環境
整備方針」、それらに関する指標や目標・実績を開
示

コーポレートガバナンスの概要

「取締役会、指名委員会及び報酬委員会等の活動状
況」の開示を求める

◆カゴメグループの事例



健康経営とは
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健康経営とは

出所：経済産業省「企業の『健康経営』ガイドブック改訂第１版」

健康経営とは、従業員等の健康保持・増進の取組が将来的に収益性を高める投資であると
いう考えの下、健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践すること
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健康経営優良法人（中小規模法人部門）の申請・認定状況

出所：経済産業省「企業の『健康経営』ガイドブック改訂第１版」
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健康経営施策による企業価値等への寄与に関する整理

出所：経済産業省「企業の『健康経営』ガイドブック改訂第１版」
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出所：経済産業省「企業の『健康経営』ガイドブック改訂第１版」
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出所：経済産業省「企業の『健康経営』ガイドブック改訂第１版」
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出所：東京大学政策ビジョン研究センター2018年6月「健康経営の効果測定第１回調査結果のご報告≪横浜市内中小企業等≫」

アブセンティーイズム（日）
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（参考）米国における健康経営

出所：日本総研「デジタルで変容する米国の『The Healthy Company』～日米健康経営の比較から考察するわが国の課題～」
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出所：日本総研「デジタルで変容する米国の『The Healthy Company』～日米健康経営の比較から考察するわが国の課題～」
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出所：日本総研「デジタルで変容する米国の『The Healthy Company』～日米健康経営の比較から考察するわが国の課題～」



当社の取組紹介



会社概要

会社名 株式会社アイ・パートナーズフィナンシャル

登録番号 金融商品仲介業 関東財務局長（金仲）第314号

設立 2006年2月8日

本店所在地 〒220ｰ0005
神奈川県横浜市西区南幸2-20-5 東伸24ビル3階

役員構成 代表取締役社長
取締役
取締役（常勤・監査等委員）
取締役（監査等委員社外）
取締役（監査等委員社外）

田中 譲治
島田 和紀
吉川 昌利
上野 博史
中川 洋

グループ会社 株式会社AIPコンサルタンツ（100％子会社）

資本金 324,342千円（2023年3月末現在）

事業内容 金融商品仲介業を基軸としたIFAによる金融サービス
の提供、プラットフォームの提供によるIFAの業務
支援・成功支援

従業員数 33名（2023年3月末現在）

拠点数 21（2023年3月末現在）



従業員構成

20代

7%

30代

26%

40代

19%

50代

29%

60代以上

19%

平均年齢（2023.3末） 年代別（2023.3末）

48.2歳全体平均

43.5歳女性平均

53.3歳男性平均

男女比（2023.3末）

16:17

子育て中（2023.3末）

18.2％

※中学校就学前の子を育てる従業員/全従業員

管理職男女比（2023.3末）

5:4

テレワーク率（2023.3期）

84.8％

※ テレワークをしたことがある従業員/全従業員
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2014

2015

2019

2011

2017

2020

2022

2023

4月：ウォーターサーバー導入

10月：インフルエンザ予防接種費用補助導入
12月：時間単位の年次有休導入

4月：テレワーク、短時間正社員制度導入
12月：フレックスタイム制導入

10月：健康経営宣言、健康経営推進体制の構築、
第1回スマホde東海道五十三次ウォークラリー参加

11月：全社向け健康情報の発信開始

3月：ワークエンゲイジメント調査実施
 4月：フレックスタイム制全従業員に適用、プレゼンティーイズム・

 アブセンティーイズム調査実施
 6月：第2回スマホde東海道五十三次ウォークラリー参加

 有価証券報告書で「サステナビリティに関する考え方及び取組」を開示

2月：第1回健康投資ワーキンググループ

3月：健康経営銘柄選定開始

2月：健康経営優良法人認定開始

4月：働き方改革関連法案施行

4月：新型コロナウイルスの感染拡大を受け、政府が
緊急事態宣言を発出

4月：コーポレートガバナンスコードに
「従業員の健康・労働環境への配慮」が追加

4月：上場企業対象に2023年3月期決算から「人
的資本への投資」に係る情報開示が義務化

世の中の動き 当社の動き

6月：マザーズ市場（現グロース市場）上場2021

2016 7月：昼食補助導入
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健康経営責任者
社長

健康推進責任者
管理本部長

健康推進担当者
経営管理部内

アイ・パートナーズフィナンシャル

健康経営推進体制

連携
⚫ 衛生推進委員会

⚫ 地域産業保健センター

⚫ 全国健康保険協会神奈川支部

報告
経
営
会
議

従業員

推進

自社サイトで公開
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個別の取組紹介～病気の早期発見・予防編～

健康診断オプション費用補助

導入経緯

従業員の病気の早期発見の為、法定健診と同時受診時に
オプション費用を補助

取組内容

✓ 法定健診とあわせて1万円以内のオプション費用を補助
（1万円を超えるの部分については実費）

✓ 子宮頸がん検診を費用に関わらず、隔年（偶数年齢）
で全額補助

効果 課題

✓ 従業員の病気早期発
見（実績なし）

✓ 人間ドック費用補助等
の制度の拡充

インフルエンザ予防接種費用補助

導入経緯

インフルエンザ集団感染リスクの低減と円滑かつ継続的な業
務運営の為

取組内容

✓ 従業員本人と同居する家族のインフルエンザ予防接種費
用について5000円以内の実費を補助。5000円を超え
た場合は5000円補助

効果 課題

✓ インフルエンザ重症化に
よる休暇取得の長期
化を防止

✓ 接種率の向上

接種率

2021 2022

48.4％ 58.6％
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個別の取組紹介～働き方編～

在宅勤務

導入経緯

東京オリンピック時の交通規制を見込み、導入を開始。
新型コロナウイルスの感染拡大を受け、加速度的に実施が広
がった。

取組内容

✓ VPNもしくはリモート接続環境を適用したノートPCを貸与。
また、私用PCから会社PCにリモート接続できる環境を付
与

✓ Slackの導入により社員同士のコミュニケーションの円滑化
✓ 各種申請、会議資料のペーパレス化
✓ 会議のオンライン化（Zoom）

効果 課題

✓ BCP体制の構築
✓ ワークライフバランスの
向上

✓ メンタルヘルス対策

フレックスタイム勤務制度

導入経緯

営業職やシステム部門において残業時間が増加していたこと
に加え、育児や介護のため柔軟な働き方を希望する社員が
増えたことから、徐々に適用者を拡大し、全社に適用した。

取組内容

✓ 勤怠管理システムの入れ替え
✓ 就業規則の改定
✓ 導入時オリエンテーションの実施

効果 課題

✓ ワークライフバランスの
向上

✓ 通勤災害減少
✓ 時間単位有休の節約

✓ 厳格な勤怠管理
✓ 有休取得率

4月～6月平均残業時間

2022 2023

15：10 10：18
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個別の取組紹介～働き方編～

短時間勤務正社員

導入経緯

正社員として短時間勤務している者がおり、今後も従業員の
多様化が見込まれるため、制度化した。

取組内容

✓ 就業規則の改定
✓ 社員研修での周知

効果 課題

✓ 人材確保（これまで育
児、介護を事情として3名
適用（育児介護休業法
の適用外））

✓ 今後取得が見込まれ
る社員の把握と説明

ボランティア等休暇

導入経緯

消滅する有休の買取要望があったが、法的に難しいとの判断。
代替策として、消滅する有休の期限を取得事由を限定し、1
年延長するボランティア等休暇を導入。

取組内容

✓ 取得事由は、ボランティア活動、家族の看護・介護、子の
行事参加、不妊治療、自己啓発、スポーツイベントへの
参加等健康増進活動、その他会社が認める事由（ワク
チン接種等）

効果 課題

✓ 社会貢献意識の醸成
✓ いざというときの不安軽
減

✓ 取得率の向上

取得率

2021 2022

66.1％ 1.9％
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個別の取組紹介～運動編～

ウォーキングイベントへの参加

導入経緯

職場でできる健康づくりへの取り組みを計画しているなかで、
無料で手軽に取り入れられたため

取組内容

✓ 経営会議、Slackでの周知
✓ 実施後アンケート
✓ 健康推進担当者からの取組紹介（第2回）

効果 課題

✓ 参加率第1回81.3％、
第2回71.7%

✓ 第1回、第2回ともに
全員が次回開催され
たら参加したいor参加
を前向きに検討したい

✓ 参加率の維持・向上
✓ マンネリ化防止
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個別の取組紹介～食事～

昼食補助制度の導入

導入経緯

当初は、従業員の健康づくりを目的に本店近隣の横浜地野
菜を使ったバランスが良い食事を提供する店舗と提携し、当
社専用の食券を発行し、一部費用を会社が負担。その後本
店以外に在籍する従業員が増えたため、在籍地・居住地に
関係なく使用できるチケットレストランによる昼食補助制度へと
変更

取組内容

✓ 当初は近隣店舗で使える使用期限1か月の800円×10
枚の食券のうち、3000円を会社が負担

✓ 現在は、1か月に2000円、4000円、6000円がチャージ
されるコースを従業員が選択し、半額を会社が負担

効果 課題

✓ 利用率100％ ✓ バランスの良い食事の
観点

利用率

旧制度
（2019.3）

新制度
（2023.8）

37.5％ 100％
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個別の取組紹介～コミュニケーション編～

親睦会の開催

導入経緯

2023年3月に初めて実施したワークエンゲイジメント調査の
フリーコメント欄に飲み会によるコミュニケーション活性化の要
望が複数件あったため、4月以降定期開催

取組内容

✓ 横浜近隣での飲み会の開催
✓ 大井競馬場での競馬観戦
✓ 開催報告

効果 課題

✓ 部署、役職を問わない
コミュニケーション活性
化

✓ 参加率の向上
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社内SNSでの情報発信

導入経緯

健康経営を本格的に推進するにあたり、社員向けに定期的
な情報発信が必要であると考えたため

取組内容

✓ Slackに#健康情報を新設
✓ 健康推進担当者から週2程度の発信

効果 課題

✓ 協会けんぽからの情報
の共有

✓ アンケートに「健康促
進担当の方の取組紹
介も参考になり、～」、
「他社員の取り組み紹
介もあり、～」

✓ 社員との双方向コミュ
ニケーション

✓ 社員の関心度向上

個別の取組紹介～情報編～
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専門家等によるセミナーの実施

導入経緯

✓ 協会けんぽ神奈川で健康経営宣言をしたところ、無料の
専門化セミナーの案内があったため

✓ 健康経営優良法人の認定を目指すにあたり必要な要件
であったため

取組内容

✓ 公認心理士によるメンタルヘルスオンラインセミナー
✓ 栄養士による食事の摂り方オンラインセミナー
✓ 健康経営優良法人ブライト500取得しているを横浜市内

のIT企業の健康経営推進責任者による管理職向けオン
ラインセミナー

効果 課題

✓ 認定項目充足 ✓ 従業員ニーズのあるセ
ミナーの選定

個別の取組紹介～情報編～
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【番外編】有価証券報告書での開示
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2014

2015

2019

2011

2017

2020

2022

2023

4月：ウォーターサーバー導入
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6月：マザーズ市場（現グロース市場）上場2021

2016 7月：昼食補助導入
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認定取得状況

2023年3月認証取得

えるぼしとは「女性の活躍推進に関する取組の実施状況が
優良な企業」を認定する制度です。女性活躍推進法に基
づく一般事業主行動計画の策定・届出を行った企業が、
「採用」「継続就業」「労働時間等の働き方」「管理職比
率」「多様なキャリアコース」の5つの評価項目に応じ3段階
で評価されるものです。

えるぼし

認定に係る主な実績

正社員に占める女性比率

51.5％

正社員の男女別平均勤続年数

女性 4.20年 男性 3.08年

管理職に占める女性労働者の割合

44.4％

派遣社員から正社員への転換（直近3年度）

3人

30歳以上の女性の正社員としての中途採用（直近3年度）

4人
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認定取得状況

『よこはまグッドバランス企業認定』とは、 横浜市が市内の
中小企業を対象に、女性の活用、子育て・介護支援、就
労時間の短縮などの「ワーク・ライフ・バランスの推進」を図る
ため、 男女が働きやすい職場づくりを積極的に進める事業
所を「働きやすく子育てしやすい企業」として認定・表彰す
るものです。

よこはまグッドバランス企業認定

2020年 受賞
2021年 受賞
2022年 受賞

認定に係る主な実績

✓ 長時間労働是正のために、管理職・従業
員への意識啓発、ノー残業デーの設定、
会議の効率化等に取り組んでいる

✓ フレックスタイム制、テレワーク、短時間勤
務正社員等多様で柔軟な働き方をさせる
取組を行っている

✓ 十分な情報提供や育児休業中のフォロー
アップ体制の構築等、育児休業取得率の
向上に向けた取り組みを実施している

✓ 役職者における女性比率の向上等、女性
の活躍が推進されている
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認定取得状況

2023年3月認証取得

横浜市SDGs認証制度“Y-SDGs”は、横浜市内の企業
や団体などのSDGsへの取組みを横浜市が認証し事業者
のさらなる取組みを支援する制度で、「環境」「社会」「ガバ
ナンス」および「地域」の４つの分野における各評価項目の
取組状況に応じて3つの区分（「最上位（Supreme）」
「上位（Superior）」「標準（Standard）」）に認証
されます。

Y-SDGs

認定に係る主な実績

✓ 健康経営に取り組んでいる

✓ 従業員の能力開発、人材育成のための仕
組みを提供している

✓ 顧客からの要望を聞き入れ、改善するため
の体制を整備している

✓ 企業統治体制を構築している

✓ 地元大学からインターンシップ制の受入れ
を行っている

✓ 従業員の1/2以上が横浜市民である
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健康経営における指標の状況

アブセンティーイズム プレゼンティーイズム

年平均 1.8日

12人, 

42%

12人, 

41%

3人, 10%

2人, 7%

0日 1～3日 4～6日 7日以上

【参考】

横浜市内中小企業平均 2.5日
出所：「健康経営の効果測定 第1回調査結果のご報告 《横浜市内中小企業等》」

年平均 15.7％

18人

2人

3人

3人

2人

1人

10％未満

10％以上20％未満

20％以上30％未満

30％以上40％未満

40％以上50％未満

50％以上60％未満

60％以上70％未満

70％以上

人 10人 20人

【参考】

横浜市内中小企業平均 16.7％
出所：「健康経営の効果測定 第1回調査結果のご報告 《横浜市内中小企業等》」
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健康経営における指標の状況

ワークエンゲイジメント

◆バランス分析（金融業界）

Wevoxを使ってエンゲージメント調査をしている金融業界
の企業の中での、当社の組織状況を５つの大分類にまとめ
た偏差値で表示
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出所：経済産業省「企業の『健康経営』ガイドブック改訂第１版」
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質疑応答
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